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手数料を改正します
－4　月1日から－

遠賀町手数料条例を、社会状勢や近郊市町村の状勢等を勘案

して、手数料額を次のように改正いたしましたのでお知らせい

たします。

◎適用年月日　昭和60年4月1日

。個人の住民票（抄本）1枚　200円

o世帯員の住民票（謄本）1通　200円

o戸籍の附票　　　1枚　200円

。印鑑登録証明書　1枚　柳0円

o印鑑登録証　　　　　　2（畑円

o印鑑再登録の折、既に交付を受けている登録証の返還がな

いとき300円

。土地に関する証明　1枚　200円

o家屋に関する証明　1枚　200円

。税に関する証明　1枚　200円

。公簿、地籍図の写1枚　200円

o公簿、図面の閲覧　　200円（枚数等にて増額有り）

＞戸籍関係は従来どおりです。

戸籍謄本・抄本　　1通

除籍謄本・抄本　　1通

戸籍記載事項証明　1通

除籍記載事項証明　1通

競億
÷脳室¢黒

躍議題

富
霊
経
巻
蚤
吾
輩
繁
誓
浸
農
を
唇
を
繁
営

鵬
国
民
　
年
　
金
醐

善
聖
霊
意
奄
電
ぜ
紫
嘗
雲
量
毒
舌
辞
意
譜

年
金
受
給
者
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
出
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
自
分
の
　
雲
居
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
住
所
変
更

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
住
所
変
　
局
が
遅
れ
ま
す
と
、
銀
行
や
郵
便
局
へ
の
年

金
振
込
・
支
払
通
知
が
、
あ
な
た
の
旧
住
所

地
へ
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
住
所
変
更
と
同
時
に
支
払
機
関
の

変
更
を
需
望
さ
れ
る
方
は
、
支
払
機
関
変
更

届
を
す
ぐ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

支
払
機
関
変
更
届
が
遅
れ
ま
す
と
、
以
前
の

銀
行
や
郵
便
局
へ
振
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
口
座
が
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
た
め

に
年
金
の
振
り
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
り
し

て
、
こ
本
人
は
た
い
へ
ん
困
る
こ
と
に
な
り

ます。住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
の
用
紙
は
、
役

場
国
保
年
金
係
に
あ
り
ま
す
。
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今
や
予
言
Ⅹ
喜
ぶ
ふ
吾
命
や
今
昔
里
主
よ

拙
納
税
相
談
　
捕

食
や
曾
富
ま
意
ふ
ふ
ふ
奇
手
や
平
で
主
意

隔
壁
（
十
年
鹿
町
県
民
説
申
告
と
、
昭
和
五
十
九
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
殿
堂
者
は
も
れ
な
く
白
色
を

し
て
く
だ
さ
い
。

町

県

民

説

申

告

香

典

返

し

次
の
方
々
か
ら
、
運
賃
町
社
会
婿
稜
線

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
吉
野
　
マ
サ
穣

（
虫
生
津
）
吉
野
伊
佐
男
様

故
矢
野
　
ト
ク
様

（
広
漠
）
　
矢
野
守
城
様

故
森
　
一
正
様

（
添
木
）
　
森
恵
美
孟
舵

故
吉
田
マ
ツ
ノ
様

（
千
代
丸
）
吉
田
　
聾
二
様

老
人
家
庭
奉
仕
員

（
パ
ー
ト
）
募
集

遠
賀
町
で
は
、
在
宅
老
人
福
祉
誌
菜
の
一

環
と
し
て
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
あ
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
従
事
す
る
奉
仕
員
を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
一
名

▽
年
　
令
　
0
0
壊
～
5
0
蔵
ま
で

▽
受
付
期
間
　
3
月
1
日
～
3
月
1
5
日

▽
提
出
書
類
履
味
蕾
（
写
真
添
付
）

▽
提
出
抱
所
　
遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

▽
選
考
霹

o
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
。

o
老
人
福
祉
に
関
し
、
理
解
と
整
髪
肴
す

る
こ
と
。

o
家
事
、
介
護
の
経
験
と
相
談
助
言
の
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

そ
の
饉
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
役
場
福

祉
課
福
祉
係
　
＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

ど
う
ぞ
。

出
場
者
募
集
中

走
ろ
う
大
会

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
3
月
1
0
日
（
目
）

開
会
式
9
時
5
0
分

ス
タ
ー
ト
0
0
時

▽
一
芸
壷
萌
　
島
田
小
学
校

▽
穣
目
と
距
離

。
個
人
の
部
＝
小
学
三
年
～
六
実
2
鳥
）

中
学
一
年
以
上
一
般
（
5
5

・
団
体
の
都
＝
父
と
小
学
生
、
母
と
小
学

生
、
夫
婦
（
二
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

▽
申
込
締
切
　
3
月
3
日

▽
申
込
先
　
社
会
馨
課
体
育
係

衝
（
2
9
3
）
5
4
3
4

親
と
子
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
3
月
1
7
日
（
日
）

受
付
　
1
2
時
0
0
分
～
1
3
時

＜雨天決行＞

▽
集
合
理
財
島
田
小
学
校
体
育
館

▽
対
－
泉
　
小
学
一
二
年
珪
以
上
の
子
ど
も
と

大
人
の
チ
ー
ム

▽
主
　
催
　
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

調
教
嚢
員
会

▽
持
参
品
赤
・
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具

▽
参
加
賞
無
料

▽
申
込
締
切
　
3
月
1
日
（
木
）

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
馨
係
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第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

競
技
開
始
9
時
0
0
分

卓
球
競
技
　
　
　
　
　
▽
場
所
舅
養
育
セ
ン
タ
i

▽
日
時
昭
和
0
0
年
3
月
親
日
（
日
）
　
　
▽
蟻
投
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子
ン
ン

開
会
式
9
時

ク
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

日
本
イ
　
ン
デ
　
ィ
　
ア
　
カ
協
会

公

認

審

判

員

部

名

誕

生

近
年
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
し
て
注
目

を
あ
ぴ
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
公
認
審
判

員
が
四
十
人
名
誕
生
し
ま
し
た
。
公
認
審
判

員
は
護
の
審
判
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
の

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
ル
ー
ル
や
練
習
方
法
の
指

導
に
あ
た
り
ま
す
。

（
　
）
は
住
所
ま
た
は
団
体
名

添
田
年
季
（
老
良
）
添
田
正
登
（
老
良
）
桜

木
　
果
（
老
良
）
谷
口
悦
行
（
萎
蚕
ロ
）
小

川
政
治
（
芙
蓉
）
小
川
ミ
サ
ヲ
（
芙
蓉
（
相

田
千
板
子
（
芙
蓉
）
平
川
晶
子
（
芙
蓉
）
千

々
和
佐
智
（
芙
蓉
）
吉
野
伊
佐
男
（
虫
生
津

）
吉
野
久
幸
（
虫
生
活
）
吉
野
知
子
（
虫
生

津
）
縄
幸
久
理
（
虫
生
津
）
樋
口
一
己
（
浅

木
）
嶋
崎
柵
冨
（
連
木
）
吉
田
律
子
（
東
和

苑
）
岡
野
敬
子
（
上
別
府
）
横
田
真
由
美
（

」
琉
府
）
高
崎
暁
江
（
末
寺
）
村
田
久
美
子

（
木
守
）
長
谷
川
光
子
（
木
守
）
奥
田
ア
イ

子
（
末
寺
）
田
中
久
美
子
（
木
守
）
舛
添
昌

博
（
葱
）
井
口
重
患
（
鬼
津
）
三
原
静
江

（
鬼
津
）
晦
敏
子
（
尾
崎
）
白
石
美
枝
子

（
別
府
）
宮
原
貸
手
（
別
府
）
川
口
ハ
ル
ミ

（
別
府
）
義
幸
（
松
ノ
本
）
富
岡
郁
子

（
松
ノ
本
）
鴫
立
陽
子
（
松
ノ
本
）
田
中
政

義
（
遠
賀
川
）
三
好
徳
博
（
遠
賀
川
）
安
永

慶
正
（
遠
賀
川
）
棄
原
律
ヱ
人
遠
賀
川
）
田

所
志
津
恵
（
新
町
）
豊
丹
生
裕
子
（
広
漠
）

川
崎
多
賀
生
（
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

日
永
美
和
子
（
遼
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

茅
野
真
由
美
（
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

田
口
忠
一
（
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
藤

野
由
美
子
（
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
坂

田
美
津
代
（
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
石

田
真
容
子
（
広
渡
小
学
校
）
多
良
幸
男
（
広

渡
小
学
校
）
鈴
木
完
治
（
遠
賀
中
学
校
）

ぎ
ー
は
ん
て
さ
　
か
　
た
い

●
基
本
的
課
題
と
し
て
の

同
和
問
題

同
和
問
題
は
、
決
し
て
過
去
の
問
題
で
は

な
く
、
ま
た
、
単
な
る
同
和
地
区
の
人
び
と

だ
け
の
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ

こ
く
ケ
仝
ざ
震
い
∴
∴
∴
∴
∴
∴
日
工
♪

国
民
全
体
の
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
、
何
度
も
申
し
ま
す
よ
う
に
同
和
問

か
い
り
っ
　
　
置
ん
け
▲
き
く
つ
　
　
　
　
　
　
じ
き
う
　
あ
か

題
の
解
決
は
人
間
差
別
の
な
い
自
由
な
明
る

い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば

原
点
と
も
い
う
べ
き
基
本
的
課
題
な
の
で
す
。

食
い
を
く
L
A
J
か
い
と
う
し
ん
∴
∴
も
っ
と
　
か
つ

特
に
、
同
和
対
遠
糞
雲
癖
含
甲
で
最
も
画

期
的
で
あ
る
と
思
う
の
は
、

第
一
に
、
「
同
和
地
区
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
政
府
が
は
っ
き
り
留
め
を
－
と
」
で
す
。

第
二
に
「
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
ま
ざ

れ
も
な
く
日
本
民
族
で
あ
り
、
日
本
国
民
で

あ
る
こ
と
を
公
式
に
腿
め
た
ご
」
と
で
あ
り

ます。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
回
は
小

C
や
か
い
｛
二
亭
々
？
L
t
　
　
へ
い
よ
う

学
校
六
年
生
の
社
会
科
教
科
書
と
併
用

し
て
く
わ
し
く
述
べ
ま
し
た
の
で
、
再

読
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
答
申
に
よ
り
ま
す
と

と
く
ら
く
つ
∴
∴
∴
た
一
ふ

「
同
和
地
区
の
特
徴
は
、
多
数
の
国
民

が
社
会
的
現
実
と
し
て
の
差
別
が
あ
る

“
つ
て
い
∴
∴
ら
い
a
 
e
t
う
ど
う

た
め
に
、
一
定
の
地
域
で
共
同
生
活
的

な
く
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

a
y
a
ん
∴
∴
∴
－
■
噛
め
う
ち
い
e
　
　
　
　
能
会
ー
∴
∴
∴
‥
つ
山
人

最
近
こ
の
居
住
地
域
か
ら
離
れ
て
一
般

地
区
に
混
住
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
び
と

で
ん
と
う
で
●
　
　
ち
“
e
 
L
の
つ
し
ん

も
ま
た
伝
統
的
な
地
域
の
出
身
な
る
が

い
ん
　
　
よ
り
∴
∴
－
あ
ー
ナ

ゆ
え
に
陰
に
陽
に
身
分
的
差
別
の
あ
っ

か
い
を
う
け
て
い
る
。
地
区
に
住
み
つ

じ
中
つ
々
ん
∴
け
▲
き
い
∴
∴
∴
∴
あ

い
て
い
る
住
民
は
現
在
で
も
明
ら
か
な

差
別
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
圭

と
指
摘
し
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
身
分
と
職
業

が
平
民
な
み
に
あ
っ
か
わ
れ
る
こ
と
を

宣
告
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
現
実
の
社

か
▲
け
い
　
　
　
　
　
・
－
▲
町
人
t
e

会
関
係
に
お
け
る
根
本
的
な
解
放
を
保
“

障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

い
い
か
え
れ
ば
、
長
い
間
最
も
低
い

身
分
と
し
て
圧
迫
さ
れ
続
け
て
き
た
同

和
地
区
住
民
を
、
実
質
的
に
そ
の
差
別

〇
人
こ
▲
一
∴
∴
∴
一
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
“
き
く

と
貧
困
か
ら
救
い
出
す
た
め
の
政
策
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら

も
差
別
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

く
、
以
前
と
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
苦
し

い
生
活
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。の

こ

第
三
に
は
、
「
明
治
四
年
二
八
七
一
年
）

か
い
り
’
れ
い
∴
言
u
 
L
e
で
e
　
ほ
↓
れ
い

に
出
さ
れ
た
解
放
令
は
形
式
的
な
法
令
に
す

ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
空
文
に
著
し
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
腿
め
た
÷
」
と
で
あ
り
ま
す
。

解
放
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
い
ち
お
う
法

つ
つ
∴
∴
∴
∴
－
こ
と
仁
王

律
に
よ
る
制
度
上
の
身
分
差
別
か
ら
解

し
よ
く
が
重
り
き
よ
し
の
う

放
さ
れ
、
職
業
も
居
住
も
自
由
と
な
っ

た
の
で
す
。
長
い
き
び
し
い
差
別
の
中

に
生
き
抜
い
て
き
た
人
び
と
は
ど
ん
な

に
よ
ろ
こ
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
第
四
に
、
「
部
落
差
別
を
織
し
た

せ
い
　
高
」
高
言
基
だ
‥
∴
－
付
人
い
▲

の
は
、
近
代
社
食
の
政
治
継
演
に
原
因
が
あ

る
一
と
し
、
「
同
和
地
区
が
今
日
お
か
れ
て
い

る
現
状
そ
の
も
の
が
差
別
に
は
か
な
ら
な
い
い

と
言
明
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
を
な
く
す
の
は
国
の
責
任

で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
し

り
う
り
う
∴
∴
∴
∴
∴
▲
て
貫
　
く
　
三
青
さ
隻
′
∴
∴
∴
∴
－
○
げ

そ
の
方
法
と
し
て
叙
事
の
向
上
と
生
活
基
盤

◆
土
工
‥
∴
」
三
－
∴
∴
は
し
け

の
安
定
の
二
つ
の
柱
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
同
対
審
答
申
の
理
念
を
十
分
ふ
ま
え

て
、
再
び
解
放
令
の
二
の
舞
を
ふ
ま
な
い
た

ど
り
よ
く
∴
“
ひ
っ
±

め
の
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。塾
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二
月
十
日
、
福
岡
市
の
大
濠
公
園
で
、
第

八
回
福
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
市
町
村
別
駅
伝
大

会
が
開
か
れ
、
遠
賀
町
チ
ー
ム
は
堂
々
五
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
は
鴨
愚
で
し
た
が
、
本
町
選
手
達
は
力

強
い
ピ
ッ
チ
で
走
り
抜
き
、
診
加
十
八
チ
ー

ム
中
の
五
位
入
管
と
な
り
ま
し
た
。

・
の
五
位
入
管
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
・
監
督
山
本
辰
雄
（
東
町
）
　
　
　
k
鯵
漢
音
電
話
藻
的
開
聞
田

県
民
マ
ラ
ソ
ン
で
五
位
に
入
賞

◎
参
耶
選
手

。
小
学
生
薬
和
之
（
鬼
津
）

・
如
哉
代
　
別
田
発
見
（
連
木
）

・
如
歳
以
上
の
女
子

安
高
佳
代
子
（
尾
崎
）

・
0
0
蔑
代
霜
突
刺
（
松
ノ
本
）

・
釦
蔑
代
松
尾
正
三
（
浅
木
）

椎
茸
栽
培
講
習
会
開
催
さ
れ
る
　
で
諮
謹
講
琵
霊
離

一
月
三
十
一
日
、
役
場
第
二
会
満
室
で
、
を
招
き
、
シ
イ
タ
ケ
穏
駒
の
打
ち
方
、
は
た
　
で
も
静
か
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
椎
茸
栽
性
記
習
会
」
が
開
か
れ
、
町
椎
茸
　
木
管
理
等
の
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

割
合
が
入
臨
尉
謡
欝
か
ら
彗
軋
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
日
帰
り
研
修

組
合
員
や
、
自
家
用
に
栽
培
し
た
い
と
い
う

人
約
十
五
人
が
鬱
如
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
ネ

∧
ス
ケ
ー
ト
と
レ
ク
り
ェ
ー
シ
ヨ
ン
∨

二
月
十
日
、
英
彦
山
ス
ケ
ー
ト
場
で
町

内
の
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
貝
を
対
象

に
日
帰
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

A
悶
閣
闘
圏
園
V

河
申
聾
　
選

粉
雪
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
て
も
な
お
の
こ
る

山
茶
花
の
赤
　
目
に
鮪
や
け
さ井

口
　
組
子

狭
庭
辺
に
群
れ
て
咲
き
い
る
山
茶
花
に

時
折
雪
の
降
り
か
か
り
い
つ

言
開
　
録
朗

咲
く
も
あ
り
地
に
落
つ
も
あ
り
山
茶
花
の

赤
き
花
び
ら
雪
の
上
に
映
ゆ

福
田
カ
メ
ノ

背
丈
ほ
ど
伸
び
し
山
茶
花
あ
ふ
れ
咲
き

夫
と
共
々
植
え
し
日
偲
ぶ

大
場
ト
ン
ミ

冬
樹
々
の
中
の
山
茶
花
う
ず
紅
の

花
咲
き
み
ち
て
塵
に
位
喧
し
む白

石
一
夫

藤
本
春
歌
手
達

水
仙
や
一
座
と
め
ず
盲
住
む

柴
田
　
友
子

松
の
内
姪
美
し
く
酔
ひ
に
け
り玉

野
　
侶
産

初
詣
振
袖
か
る
き
風
は
ら
み

安
高
ミ
ツ
ル

教
会
の
雪
に
鍾
鳴
り
ク
リ
ス
マ
ス用

沢
義
光

伐
り
出
せ
る
杉
の
匂
ふ
や
山
の
蕃

末
永
キ
ミ
桜



第357号（5）㊨⑰筋他紺

鬼津1919番地の1
とl∴こ

太田　智子　ちゃん

（筆洋学さんの二女）
昭和59年3月6日生

パパ似なのと、髪がなかなか

のびないため、いつも男の子と

開運えられます。家では、お姉
チャンがいれば静かに遊ぶし、

何でも沢山食べちゃうのダ〝た
だ今4、5歩歩いてます。

別府3塊7番地

吉川　祥子　ちゃん

〈義子さんの長女）
昭和59年2月29日生

私は、よく男の子にまちかえ

られて困っています。ちょっぴ

り太めだレ…‥。でも本当はと

っても女らしいのヨ？／早く歩け

るようになって、お兄ちゃんと

いっしょにタトで端びたいナ）．

I
妊
中
綿
i
i
i
娼
〉
談
＝

▽
期
　
日
　
3
月
5
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
著
妊
産
婦

▽
特
番
品
　
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

▽
内
　
容
産
前
産
後
の
知
灘

妊
婦
体
操

▽
料
金
無
料

前
回
相
国
U

▽
朔
　
日
　
3
月
1
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
m
時
5
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
場
俣
挫
室

▽
対
象
児
　
生
後
1
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

⑪

濡
準

四
十
代
を
生
き
抜
く
人
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
れ
か
ら
重
要
な
の
は
い
か
に
自
分
と
異
な

っ
た
分
野
の
人
々
と
ど
れ
だ
け
多
く
付
き
合

え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
知
的
人
脈
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
を
生
み
だ
す
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
問
題
に
な
る
の
で
す
。

ま
ず
、
知
的
人
脈
の
手
始
め
と
し
て
大
切

に
し
た
い
の
か
、
若
い
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

⑤
若
い
人
と
の
付
き
合
い
が
め

ん
ど
う
に
な
っ
た
ら
危
険
信
号

四
十
代
に
入
る
と
、
と
も
す
れ
ば
「
今
と

き
の
若
い
者
は
…
」
と
い
う
考
え
か
ら
、

二
十
代
、
三
十
代
の
人
た
ち
と
付
き
合
う
こ

と
が
苦
手
に
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
往
々
に
し
て
陥
り
が
ち
な
熟
年

の
マ
ン
ネ
リ
化
の
頭
脳
に
は
、
碧
い
人
た
ち

と
の
話
し
合
い
ほ
ど
、
刺
激
に
満
ち
た
頭
脳

活
栓
化
の
▲
良
薬
．
は
な
い
と
い
え
る
の
で

す。
そ
し
て
、
若
い
人
々
と
伺
え
口
う
上
で
大

切
な
の
は
、
決
し
て
自
分
が
経
験
堅
富
な
先

蝉
だ
と
い
う
顔
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
若
い
人
脈
を
活
用
す
る
最
大
の

コ
ツ
は
、
彼
ら
の
存
在
を
ま
ず
認
め
る
こ
と

で
す
。
碧
い
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
が
面
倒

に
な
っ
て
き
た
ら
、
あ
な
た
の
頭
が
老
化
し

て
き
た
危
険
信
号
だ
と
考
え
て
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

⑤
友
人
や
知
人
と
の
交
流
で

大
脳
を
若
逓
ら
そ
う

「
人
間
は
一
日
中
、
女
房
や
子
供
の
顔
だ

け
を
見
て
、
一
週
間
近
く
も
過
ご
し
た
ら
、

た
ぶ
ん
発
狂
す
る
だ
ろ
う
」

こ
れ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
著
名

な
社
会
学
者
、
ア
デ
ル
ソ
ン
教
授
の
言
楽
で

す
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
極
論
で
な
く
と
も
、
同

て
っ
と
り
早
い
の
か
、
同
窓
会
、
同
好
会
に

出
席
す
る
こ
と
で
す
。
若
い
時
に
は
、
そ
う

し
た
会
合
に
出
る
こ
と
は
、
何
と
な
く
面
映

ゆ
い
も
の
た
っ
た
で
し
ょ
う
が
四
十
代
と
も

な
る
と
、
気
軽
に
出
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
起
き
て
く
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
集
ま
り
に
出
席
し
て
、
た
だ
共

に
全
部
を
し
、
酒
を
飲
む
だ
け
で
い
い
の
で

す
。
「
オ
レ
は
他
人
の
知
的
生
活
を
盗
む
の

だ
」
と
気
負
う
必
要
は
な
い
の
で
す
。
友
人

や
知
人
と
雑
談
を
交
わ
す
だ
け
で
、
あ
な
た

の
大
脳
は
、
会
社
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い

異
な
っ
た
刺
激
を
受
け
、
確
実
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
る
の
で
す
。
あ
な
た
と
百
八
十
度

遭
っ
た
分
野
で
働
く
友
人
の
発
想
パ
タ
ー
ン

は
、
き
っ
と
あ
な
た
を
驚
か
せ
る
は
ず
だ
か

ら
で
す
。「

い
ま
さ
ら
、
新
し
い
人
脈
な
ん
て
」
と

ク
四
十
の
手
習
い
〝

に
取
り
組
も
う

じ
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
も
い
え
ま
し
ょ

う
。
毎
日
、
会
社
で
同
じ
顔
ば
か
り
見
て
い

る
の
で
は
、
大
脳
皮
質
へ
の
刺
激
が
、
だ
ん

だ
ん
ゼ
ロ
に
等
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
マ
ン
ネ
リ
の
ワ
ク
を
破
る

の
に
必
要
な
の
が
前
述
し
た
知
的
人
脈
で

す。
こ
の
知
的
人
脈
を
活
用
す
る
の
に
、
最
も

お
っ
く
う
な
気
持
ち
を
捨
て
て
、
い
ろ
い
ろ

な
セ
ミ
ナ
ー
や
請
演
会
、
コ
ン
ペ
、
パ
ー
フ

ィ
ー
な
ど
に
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
顔
を
出
し

て
み
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
知
的
人
脈
が

広
が
り
、
あ
な
た
の
脳
細
胞
は
活
性
化
さ

れ
、
表
情
も
若
々
し
く
な
っ
て
く
る
の
で

す。
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5月のゴミ収集予定暴

医卒玉 �ガラス類、陶畿薫、プラスチック 類、ゴムなど 

13日、　27日 �町内全域 

畳字薯 �紙類、繊維簸、木片顔、竹麺、 残飯類など 

月田日と木曜日 4日、7日、11日 5日、28日 �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 広渡、道管、松ノ木、上別府、虫 生活、若葉台、芙蓉、東町、西町 老良、 

火曜日と金田日 1日、5日、8日 �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 任、中央、木守、浅木、東和苑、 

12日、15日、19日 2日、26日、29日 �広漠の一部、上別府の一部 

正しいゴミ　の出　し方

○収集日の朝、七時から八時までに出してください0

0燃えるものと、燃えないものとIC分けてくださいo

乳がん自己検診法

毎月1回、生理が終わった4－5日後、閉経し
た人は日を決めて、乳房の中に小さい、堅い、痛

みのないしこりができていをいかどうか調べる。

0まず、鏡の前に立ち、自分の乳房の形を左右
よく見ます。乳房の大きさ、形、くぼみがある

かどうか、乳首の位置、ただれなどがあるかど
うか…‥に注意しをからこのようを観察を

両手をさけた時と、あげた時と2回行います。

e次に、あおむけに波で、検査をしようとする

乳房の反対側の手で乳房の中心から周辺
へ、指をそろえて静かに軽く圧迫しながら

触れていきます。片方ずつ、まんべん凄く。
このとき、決してつまんではいけません。

つまんで感じる「しこり」は正常の乳腺で

あることが多いからです。

e次に、あきの下に深く指先を入れ、しこり

を探します。

e穀後に、乳首から血性の分泌物が出かいか
どうかを確認しておしまいです。

5月のし尿収集予定衰
くみ り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（金） �西町、浅木の一部 �（花園） 

2（土⊃ �東町 �広漠 

4（月） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 �別府、木守、老良 

5（火） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（水） �虫豊津 � 

12（火） � �別府、上別府（商家） 

3（水） �旧仔、鬼津、若松 � 

4（木） �旧停 � 

15（金） �遠賀川 � 

6（D �遠賀川、新町 � 

18（月） �新町 �鬼津 

19（火） �新町、広渡（申牟田） �別府、鬼津（小鳥描）、 千代丸 

20（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

22（金） �別府（高瀬）、鬼津、若松 � 

3（土） �上別府、浅木、虫生津 � 

（月） �今古賀、尾崎 � 

（火） �別府 � 

（水） �尾崎 � 

（木） �浅木 �鬼津、松ノ木、若松、通告 

9（金） �浅木 �老良 

30（土） �砦欒台、堂塔寺、上別府、道管 �今古賀、島津、浅木、鬼津 

∩
副
拘
引
割
引
U
n
割
引
諮
副
∪

◎
申
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∧
細
胞
診
に
よ
る
昨
年
実

▽
受
付
　
3
月
1
日
（
金
）
か
ら
申
込
受
　
　
　
　
施
の
検
診
方
法
∨

倍
室
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
　
◎
申
込
み

り
。
　
　
　
　
　
　
　
▽
受
付
3
月
1
日
（
金
）
か
ら
申
込
受

▽
定
員
一
日
各
六
十
名
　
　
　
　
　
　
　
　
付
。
室
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
料
金
　
五
百
円
（
霞
目
当
日
徳
望
　
▽
定
員
一
日
冬
青
五
十
名

▽
申
込
先
役
場
篤
生
係
窓
口
、
ま
た
　
▽
料
∵
金
　
五
百
円
（
検
診
日
当
日
徴
収
）

は
電
話
に
よ
る
申
込
み
　
　
　
▽
申
込
先
盤
葱
楼
衛
生
係
窓
口
、
ま
た

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
　
　
　
　
　
は
電
話
に
よ
る
申
込
み
禽
（
2

内
線
2
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3
）
1
2
3
4
内
線
2
2
8

◎
検
　
鯵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
模
∴
診

▽
期
日
　
3
月
1
2
日
（
火
）
　
　
　
　
▽
期
日
3
月
釦
日
（
水
）

3
月
1
3
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
2
2
日
（
金
）

3
月
1
4
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
努
白
（
月
）

▽
時
間
受
付
8
時
怨
7
1
0
時
5
0
分
　
▽
時
間
受
付
9
時
5
0
分
～
抑
時
如
分

検
査
　
9
時
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
1
0
時
0
0
分
か
ら

▽
場
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前
　
　
　
　
▽
場
所
中
宍
公
民
館
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12 �火 �乳　児　相　中30－10：30 ��役醜室i髄生係 ��生後7－12カ月児 �5ページ 

家庭教育学級（終）ilO：00十2：00 ��中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 開講式 � 

13 �水 �町県民税申畠霊三：器 ��中央公車町民税係 ��木苺 老良・旧停 � 
困∴∴ガン検診i8：40－10：30 ��役掲玄関前 �保健衛生係 �申込者のみ �6ページ 

明日の親のための学級（終）ilO：00－12‥00 ��中央公蟻i社会教育係 ��家庭教育総合研修会と 開講式 � 

離乳食料理実習 � �中央公民館i保健衛生係 �� �7ページ 

14 �木 �胃ガン検診18：40－10：30 ��役場玄関前 �保健衛生係 �申込者のみ �6ページ 

民生児塞委　員　会 � �禦会縫巨祉係 ��各民生児童委員 � 

婦　人　学　級　（終） � �中央公民館匡全教謙 ��婦人学級生 閉校式 � 

諸大学（終車00～ ��中央公民館 �社会教育係 �寿大学生 修了式 � 

手話講∴習全車00～20：如 ��中央公民館i社会締係 ��手話赦室生 � 

15 �） 金 �園芸教室（終）巨0－11：30 ��中央公民可社会教育係 ��園芸教室生 � 遠賀中学校卒業式 �10：00・一 �i同校休講 �学　務　係 �卒業予定者 � 

遠賀南中学校卒業式中00～ ��離体育館上蔀係 ��†卒業予定者 1133人（男70、女63） � 

糠
乳
食
料
理
美
雪

∇
日
時
　
3
月
物
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
○
離
乳
食
料
理
実
習

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
　
　
　
　
　
　
○
家
族
計
画

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
料
理
室
　
▽
料
金
　
無
　
料

∇
内
容
　
○
栄
養
指
導避

　
妊
　
の
　
話
　
㈹

折
尾
田
中
藍
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

ピ
ル
（
経
口
避
妊
薬
）
は
、
今

世
紀
の
大
き
な
医
学
的
発
見
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
の
利
き
方

は
ど
う
で
す
か
。

実
は
、
そ
れ
が
よ
く
分
ら
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
医
学
が
進
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
排

卵
や
月
経
の
起
こ
る
道
筋
が
分
か
っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
で
も
、
排
卵
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
や
、
卵
子
が
受
箱
し
た
ら
着
床
し
や
す

い
様
に
子
宮
内
膜
は
、
み
ず
み
ず
し
く
な
る

の
で
す
が
、
反
対
に
内
膜
が
乾
燥
し
て
諾
床

し
に
く
く
な
る
こ
と
が
記
こ
る
ら
し
い
で

す。

副
作
用
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

言
論
の
自
由
な
国
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ピ
ル

の
副
作
用
を
訴
え
る
論
文
を
よ
く
見
ま
す

が
、
世
論
を
変
え
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
因
果
関
係
も
、
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら

です。
－
番
注
意
を
要
す
る
副
作
用
は

何
で
し
ょ
う
か
。

高
血
圧
と
血
栓
痘
で
し
ょ
う
か
。
高
血
圧

は
、
五
年
以
上
服
薬
す
る
と
、
多
く
起
こ
り

ま
す
。
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
に

は
ど
ち
ら
も
、
水
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
貯
脅
す

る
作
用
が
あ
り
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
物
質

を
作
っ
た
り
、
交
感
諦
経
を
刺
激
す
る
た
め

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
服
用
を
中
止
す
れ

ば
、
大
抵
は
、
元
に
も
ど
り
降
庄
利
尿
剤
が

よ
く
利
き
ま
す
。

血
栓
虚
と
は
ど
ん
な
病
気
で
す

か。
血
液
は
、
血
管
内
で
は
凝
固
し
な
い
の
で

す
か
、
静
脈
壁
で
凝
固
し
た
の
か
血
栓
症
で

す
。
こ
の
凝
固
物
が
、
心
臓
に
流
れ
て
行
く

と
心
筋
梗
塞
で
す
。
血
栓
症
は
、
体
内
に
爆

弾
を
か
か
え
で
い
る
様
な
も
の
で
す
。



上 棚の繕賞調整韓語義韓（
日 �圃 �行　　事∴∴内　　容 �時　　間 �実態会場i担当係名 ��目的及び主な対象等 �詳　細 

1 （ �金 （ �胃ガン、子宮がン検診申 込み受付 � �葱鮪生副俵鯛生係 ��申込みは、窓口か電話で �6ページ 

1 �金 �園　　芸　　教　　室 � �中央公民館i社会教育係 ��園芸教室生 � 乳　幼　児　学　級 � �遠賀川 保育園 �社会教育係 �遠賀川保育園児保護者 � 

定例体育指導委員会 �19：30・－ �中央公民館 �体　育　係 �体育指導委員 � 

3 �日 �親と子の映画鑑賞会 � �中央公民館I社会赦謙 ��小学⊥無二4罵焦 小学5年一中学3年生 � 

4 �月 �定　例　区　長　会 �13：30－ �籍会醸上面調整孫 ��各　区　長 � 

5 �火 �町　県　民　税　申　告 � �中央公民館 �町民税係 �遠賀川 � 

広渡・中央 

所得税確定　申　告 � �中央公民館 �町民税係 � � 

家　庭　教　育　学　級 � �中央公理i社会教育係 ��家庭教育学級生 � 

6 �水 �町　県　民　税　申　告 � �中央公民館 �町民税係 �新町 松ノ木・東和苑 � 所得税確定　申　告 � �中央公瑚l町民税係 ��所得税がかかりそうな人 � 

明日の親のため学級 � �中央公民館 �社会教育係 �学　級　生 � 

7 �木 �町　県　民　税　申　告 � �中央公民可町民税係 ��島津・．若松 鬼津・道宮 � 婦　　人　　学　　級 � �中央公民館 �社会教育係 �婦人学級生 � 

手　話　説　留　金 � �中央錮車会教育係 ��手話教室生 � 

7 i 13 �木 － 水 �春季全国火災予防 週間サイレン吹鳴 � �町船域上蔀係 ��‘あとで、より、 当、ま、が大切火の仕末 � 

8 �金 �町　県　民　税　申　告 � �中央公民館i町揃係 ��星埼 別府・千代丸 � 

9 �土 �定例　老人会長会 �10：00－ �老人憩の家I福祉係 �� � 

10 �目 �町　民走　ろ　う　大　会 �9：30・－ �醒矧体育係 ��出場申込みは3月2日まで �2ページ 

中央公民館 �社会教育係 �i＜主催＞苦少年育成県 民会議 � 

11 �月 �町　県　民　税　申　告 � �中央公民館i町民税係 ��今古賀∴東町 � 乳　幼　児　学　級 � �縄央i社会輔係 ��遠賀中央幼碓園児保護者 � 

lbi配∴ご　と　相　談 � �公醐館）福祉係 �� � 

12 �火 � �8　°30－12°00 �中央公民館上屋税係 ��虫生津・芙蓉 � 

ii　　　　　　　　“　　　，i　　　　　　　－ � ���浅木・西町 � 

胃　ガ　ン　検　診 � �役卿前i触衛生係 ��申込者のみ ） �6ページ 

（7ページへつづく）
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n
I
っ
i
固

辞
職
副
審
に
は
裳
が
あ
る

菓
『
金
の
現
物
ま
が
い
商
法
』
喜

。
絶
対
に
も
う
か
る
L
 
i
　
の
甘
い
言
葉
で
、
最
近
、
急
激
に
増
え
て

い
る
の
が
一
般
消
費
者
の
、
金
の
取
引
き
に
よ
る
被
害
で
す
。
金
は
財
産

価
値
が
高
く
、
昔
か
ら
蓄
財
の
手
段
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
悪
質
業

者
は
、
金
に
関
す
る
経
験
、
知
識
の
乏
し
い
主
婦
や
お
年
寄
り
を
狙
っ
て

言
葉
た
く
み
に
勧
め
、
揚
げ
句
の
果
て
は
大
損
。
も
う
け
話
に
は
、
注
意

し
ま
し
よ
う
。

増
え
る
悪
質
な

金
取
引
き

億
五
千
四
百
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

前
年
度
は
六
百
六
十
七
件
、
十
七
億

七
千
五
百
万
円
で
す
か
ら
、
そ
の
急

増
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。

金
は
そ
の
優
れ
だ
憎
質
か
・
÷
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
の
工
業
用
な

ど
に
な
く
で
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
お
が
国
は
世
界
有
数
の
金
の

消
費
国
で
す
が
、
一
般
消
費
者
の
金

へ
の
関
心
も
、
金
の
取
引
き
が
自
由

化
に
な
っ
て
以
来
高
ま
り
、
新
聞
に

取
引
価
格
が
毎
日
、
稔
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
金
を
取
り

扱
う
業
者
も
増
え
、
悪
質
な
千
日
で

勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
捕
え
る
一
方

です。通
商
産
業
省
の
消
識
者
相
談
室
に

持
ち
込
ま
れ
た
、
金
の
取
引
き
に
つ

い
て
の
相
談
は
、
五
十
八
年
四
月
か

ら
五
十
九
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
で

千
百
十
一
倍
、
そ
の
金
額
は
二
十
三

金
の
現
物

ま
が
い
商
法
の

手
口
は
こ
れ
だ

金
の
取
引
き
で
、
も
っ
と
も
注
意

が
必
要
な
の
は
髄
話
に
よ
る
勧
誘
で

す。

東
京
都
内
の
悪
質
業
者
の
例
で
す

が
、
た
く
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇

い
、
無
差
別
に
、
電
話
で
金
地
金
の

騰
人
を
勧
め
ま
す
。
少
し
で
も
関
心

を
示
す
と
、
営
業
マ
ン
が
飛
ん
で
来

ま
す
。

「
お
買
い
い
た
だ
い
た
会
の
現
物

は
会
社
で
預
か
り
、
外
国
の
銀
行
に

貸
し
付
け
ま
す
。
預
け
て
い
た
だ
け

ば
、
一
年
契
約
で
一
割
の
配
当
を
前

渡
し
し
ま
す
」
と
、
う
ま
い
諸
を
持

ち
出
し
て
き
ま
す
。

平
信
半
艶
、
営
業
マ
ン
に
連
れ
ら

れ
会
社
に
行
く
と
藁
輩
な
応
接
室
に

通
さ
れ
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
つ
ま
っ

だ
金
地
金
を
見
せ
ら
れ
る
　
－
　
圧
倒

さ
れ
て
÷
‥
お
れ
る
ま
ま
、
契
約
高
に

「
も
う
か
っ
た
」
と
夢
心
地
で
サ
イ
ン
。

こ
う
し
て
金
を
鞘
う
つ
も
り
だ
っ

た
の
に
、
賞
っ
な
の
は
、
契
約
証
謹
。

そ
れ
も
契
約
内
容
を
十
分
に
理
解
し

な
い
ま
ま
サ
イ
ン
と
い
う
ケ
ー
ス
が

天
平
で
、
後
に
な
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の

も
と
に
な
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
定
期
預
金
を
解
約
さ

せ
ら
れ
、
そ
れ
も
営
業
マ
ン
が
銀
行

ま
で
同
行
し
、
下
ろ
し
だ
脱
会
で
そ

の
場
で
契
約
さ
せ
㌧
れ
売
捌
も
あ
り

ます。こ
の
よ
う
に
、
興
っ
た
の
か
金
で

は
な
く
で
、
一
枚
の
契
約
証
藷
と
い

っ
た
悪
質
な
商
法
は
「
現
物
ま
が
い

商
法
」
と
い
あ
れ
で
い
ま
す
。

は
め
に
な
り
ま
す
。

契
約
後
、
嫌
気
が
さ
し
た
り
不
安

に
な
っ
て
中
途
解
約
を
申
し
出
で
も
、

な
か
な
か
応
じ
で
く
れ
な
い
。
で
き

で
も
、
契
約
吾
に
は
細
い
字
で
「
二

〇
％
の
違
約
金
と
、
契
約
当
初
に
前

渡
し
の
．
〇
％
の
配
当
金
の
返
還
」

が
明
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
要

求
さ
れ
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
と
言

っ
て
も
後
の
祭
り
で
す
。

瑞
財
の
目
的
で
買
う
は
ず
の
金
が
、

実
際
に
は
．
度
も
金
を
手
に
す
る
こ

と
な
く
、
最
終
的
に
は
二
〇
％
の
述

約
金
を
取
ら
れ
る
の
で
は
泣
く
に
泣

け
ま
せ
ん
。狙

わ
れ
る

お
年
寄
り
や

主
　
婦

な
か
な
か

途
中
解
約さ

せ
な
い

問
題
な
の
は
、
そ
の
後
で
す
。
満

期
が
き
て
金
地
金
の
現
物
を
要
求
す

る
と
、
ま
だ
営
業
マ
ン
が
出
向
い
て

来
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
強
引
に
契

約
更
新
を
勧
め
、
結
局
は
、
強
引
さ

に
負
け
て
契
約
を
更
新
し
て
し
ま
う

悪
質
業
者
が
狙
う
の
は
、
金
取
引

き
の
知
識
の
あ
ま
り
な
い
お
年
寄
り

や
主
部
で
す
。

金
を
聯
人
す
る
と
き
は
デ
パ
ー
ト

か
銀
行
、
社
団
法
人
・
日
本
金
地
金

流
通
協
会
の
登
録
店
へ
全
国
で
ー
百

二
十
八
倍
）
　
か
会
員
店
（
同
二
十

店
）
な
ど
信
頼
で
き
る
店
舗
で
買
い

現
物
を
受
け
取
る
こ
と
で
す
。

電
話
で
勧
誘
を
受
け
だ
と
き
、
有

名
な
商
社
や
銀
行
に
よ
く
似
た
ま
ざ

ら
わ
し
い
社
名
に
、
う
っ
か
り
信
用

し
が
ち
で
す
が
、
信
頼
で
き
る
店
舗

は
、
絶
対
に
見
知
ら
ぬ
相
手
に
通
話

で
金
の
取
引
き
を
勧
誘
す
る
こ
と
は

し
ょ
せ
ん
。
金
は
長
期
的
に
見
れ
ば

確
か
に
詣
財
に
適
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
短
期
的
に
見
る
と
、
そ
の
価

格
変
動
は
国
際
的
な
市
場
の
動
向
に

激
し
く
左
右
さ
れ
、
専
門
家
で
も
予

測
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
金

を
買
っ
て
利
殖
を
図
る
な
ど
、
そ
う

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

．
方
、
悪
質
業
者
の
け
い
言
葉
に

誘
わ
れ
「
現
物
ま
が
い
商
法
」
　
に
乗

せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
金
の
イ
メ
ー
ジ

を
下
げ
、
金
の
正
し
い
流
通
を
阻
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

金
の
購
入
は
信
頼
で
き
る
店
舗
で
、

現
金
と
引
換
え
に
現
物
を
受
け
取
る

－
　
そ
う
す
る
こ
と
が
悪
質
業
者
を

締
め
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。


